
 
 
                             
 
 
 
 

「同窓会短信」では，歌敷山中学校卒業生の皆様に，母校と同窓会の現状や近況などをお届けします。  
 

Ⅰ．母校関連 

 

1) 先生方の異動 

４月より谷野功治校長が押部谷中学校から着任され、 
新たな体制が発足しました。 
 

2) 卒業生総数が２万９千人を超えました  

今年母校を巣立った７４回生２３１名、これで卒業生総数 

は初めて２万９千人を超えました。 

また新入生(７７回生)は２２９名で在校生総数は７１１名 

(２１学級)となりました。これは神戸市内でも有数の生徒数 

となっています。 

 

3) 部活動報告(７月末現在) 

 ・運動部 ┉┉ 水泳部〔女子〕西尾柚乃 １００ｍ及び２００ｍ 

平泳ぎ 近畿大会出場 

        剣道部 女子個人の部 平野真衣 近畿大会出場 

        ソフトボール（女子） 神戸市総合体育大会優勝 

 

4) 制服がリニューアルされました 

昨今のジェンダーフリーの流れもあり、神戸市教育委員会から、次回 
の標準服の改訂の際には性差の少ないデザインを選ぶようにとの指示が 
あったため、今回のブレーザー型のデザインを採用いたしました。採用 
に当たっては、令和 3 年 4 月に標準服検討委員会を立ち上げ、デザイン 
だけでなく、布地の質、ネクタイやリボンを標準にするか、選択性にす 
るかなどに関しても検討を重ねて決定いたしました。新しい標準服は令 
和 5 年度の新入生に当たる 77 回生から着用しています。ズボンに関して 
は、だれでも着用することができるようになっています。 
                    （教頭 橋田優子） 
 

Ⅱ．同窓会関係 

1) 明石市長に丸谷聡子さん（３０回生）が初当選 

 Ｒ５年４月２３日投開票された明石市長選に丸谷聡子さん（３０回生）が初当選されました。 

 丸谷聡子さんからのメッセージです。 

 

〜第１５代 明石市長に就任して〜 丸谷 聡子（旧姓：棚倉聡子） 

このたび、明石市長に就任いたしました３０回生の丸谷聡子です。 

私は、昭和 52 年に市民図書室が設置された時の生徒会図書部長として地域活動に参加す

る機会をいただいたり、創立 30 周年記念カプセルを埋めたりする提案をさせていただきました。

このような貴重な経験が、人間形成に大きく影響していると思っています。その後は、環境教育

コーディネーターや市議会議員として持続可能な社会と明石の自然を未来につなぐ活動に邁

進し、一昨年には、環境教育の研究者として博士学位を取得するなど、全力で生きてきました。 
まさに、中学生時代、正門を通るたびに見ていた「亮天功」の石碑＝「己のことを考えるのでは

なく、人の幸せのために尽くしなさい。必ず結果が出る」と言う言葉は、いつも心に刻む大事な

教訓となっています。これからも歌中生であったことを誇りに、明石市長として、市民の命と暮ら

しを守るために誠実に取り組んでいきたいと思います。同窓生の皆さんには益々のご支援、ご

指南をよろしくお願いいたします。 

 

２) 令和５年度同窓会総会のお知らせ 

 今年の同窓会総会・親睦会は、１１月４日（月・振替休日）舞子ビラで開催されます。丸谷明石市長も参加予定 

です。ぜひご参加下さい。 

母校・同窓会短信 
     ＊＊ 第 １６ 号 ＊＊ 

 

 

       令和 5年 8月 19日 

歌敷山中学校同窓会事務局 

E-mail:takeshi_yamagiwa@yahoo.co.jp 

TEL. 078-707-8864 

 

  
            

三者懇談会にて谷野校長を囲んで 
（同窓会役員） 


